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P3−3−1　若年女性を対象とした HPV ワ クチ ン に対す る イン ター
ネ ッ ト意識調査 と有効な勧奨手法
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【目的】日本人女性 に お ける HPV ワ ク チ ン 接 種 に対 す る意 識 と性 活動性，生活環境 と の 関係を明 らか に し，今後 の ワ ク チ ン接

種普及 の ため の 基礎情報を得 る こ と．【方法】16歳 か ら 20歳の ワ クチ ン接種者と非接種者を 414人ずつ 無作為 に イ ン ターネ ッ

ト上 に て 抽出 し，同意 を得た 上 で各種設問の 回答を得た．年齢構成 は，接種者の 割合 に合わ せ て 非接種者 を割 り付 け した．【成

績】回答者の 年齢構成の 割合 は，16歳 10％，17歳 16％，18　Ue　28％，19歳 33％，20歳 13％ で あ っ た．性交渉の 経験率 は 32．5％

vs35 ．7％ （接種者 vs 非接種者）（P＝0．507） と有意 差 は な か っ たが，初 交 年齢 は 16．6歳 vsl5 ．8 歳 （P＝ O．008） と非接種者が 有意

に 低 く，経験 人数は 3．95人 vs7 ．04人 （P＝0．Ol6），妊娠経験は 6．7％vs 　27．7％ （P＝0，00） と非接種者が有意に多か っ た．避 妊行

動をして い る 割合 は 81．5％ vs63 ．5％ （P＝0．002）と非接種者が低か っ た．ワ クチ ン 接種後 に性活動牲 が 活発 に な っ た と回答 した

接種者は わ ずか O．5％ で あっ た．生活環境 と性活動性 に お い て 有意差が 見 られ た項 目は，母親 との 会話の 頻度と喫煙 の 有無 で

あ っ た．また，接種者
・
非接種者共に 7 割以 上 が 子宮頸癌 を心 配 して い る

一
方で ，子宮頸癌 の 原因が HPV で ある こ とや ，性

交 渉 に よっ て 感 染す る こ とは，接種者で も 6割近 くが 知 らない と回答 した，【結論】HPV ワ クチ ン の 接種者 に比べ て非接種者

は性活動が活発な傾向が ある こ と，ワ クチ ン接種が そ の 後の 性活動性 に大きな変化を及 ぼ さない こ とが示唆され た．一方，接
種者 ・非接種者共に HPV と子宮頸癌の 知識が乏 しい こ と，及 び性活動性 には 母親の 係わりの 重要性が示唆され，今後 の ワ ク

チ ン 勧奨 に は当事者だ け で な く母親 へ の 啓蒙活動が重要で あ る こ とが 認識 され た．
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【目的】本邦で の HCH と cobas 　HPV 検査 の子宮頸癌ス ク リーニ ン グ に おける 精度を評価す る．【方法】20〜50歳 の 女性 262
人 （約半数が

一
般女性，残 りの 半数は C】N で追跡中の 患者）を対象とした，書面に よ る 同意 の後，子宮頸部の サ ン プ ル を

Cervexブ ラ シで採取し，　 ThinPrep溶液 に保存 した．　 HCII （キ ア ゲ ン社，日本）と cobas 　HPV （ロ シ ュ
・ダイ ア グ ノ ス テ ィ ッ

ク ス 社，日本）検査 と細 胞診を行 っ た．細胞診異常 （LSIL 以 上 ） と HPV 検 査 陽 性 の 151 例 （57．6％）に対 して Genosearch
31 （MBL ，日本）に よ る HPV 遺伝子検索を行 っ た，【成績】HPV 検出 に おい て HCH は cobas 　HPV よ りも高感度 で あ っ た

（McNemar
’
s　Test，　P 〈 0．05）．　 HCH と cobas 　HPV の 陽性結果

一
致率 は 84．7％ で．不

一
致は HCIIの み陽性 27例，　 cobas 　HPV

の み 陽性 13例の 計 40 例 に 認め た．cobas 　HPV の み 陽性例 の 内訳 は HPV162 例，　HPV583 例，　HPVI81 例，　HPV561 例で あ

り，一方，HCH の み 陽性例 の 内訳は HPV5212 例，　 HPVI81 例，　 HPV311 例，　 HPV391 例 で あ っ た。　 CIN2，　 CIN3症例 で 最

も頻度 の 高 い HPV 型 は HPV52 で あっ た．　 HCIIと cobas 　HPV に よ る CIN2 検 出 に お け る 感度 は そ れ ぞ れ 100％，83．3％

（McNemar ’
s　Test，　 P ＞ 0．05）で あ り，　 CIN3 で は そ れ ぞ れ 100％，81．3％ で （McNemar

’
s　Test，　 P＞0．1）あ っ た．　 cobas 　HPV

検査 で 検 出 で きなか っ た症 例 は，HPV52 陽性 CIN2 また は CIN3 の 3 例，　 HPV39 陽性 CIN2 の 1例，　 HPV82 陽 性 CIN3 の 1

例，HPV71 陽性 CIN2 の 2 例，未知 の HPV 陽性 SCC の 1例で あり，HCn はすべ て の CIN2，　 CIN3，　SCC を検出で きた．【結
論】HCIIは HPV52 の 頻度が高い 本邦などの 子宮頸癌 ス ク リ

ーニ ン グ検査 と して よ り有用で あり，　 cobas 　HPV は HPV16 ，18

型 を 同定で きる点 で CIN 管理上 有用 と考え られ た，
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ス マ ートフ ォ ン を用 い た子 宮頸が ん検診 ア プ リの 開発 と職域検診へ の 導入

（第 1 報）一

産業医大広域 ・発達看護学
1
，産業医大人 間情報科学

！

，産業医大
3

松浦祐介
1
．吉岡　真

2
，蜂須 賀徹

3

【目的】女性労働者の 健康支援 を目的 に情報支援 ツ
ール と して 子宮頸癌 に 関す る ス マ ートフ ォ ン ア プ リ を開 発す る．【方法】

iPhone用 ア プ リ と Androidス マ ートフ ォ ン 用ア プ リの 同時開発をめ ざして ，　 HTML5 ハ イ ブ リ ッ ドア プ リ開発環境を ク ラ ウ

ド上 で利用可能に した Monaca （ア シア ル 社）を用 い て ア プリの 開発を行 っ た．　 Monaca がサポートするハ イブ リ ッ ドア プ リ

開発 フ レーム ワ ーク Cordovaの デ バ イス API と AngularJSをベ ー
ス に し たモ バ イル 用 UI の Onsen−UI を利用 し，ネイテ ィ

ブア プ リ と比較して遜色ない ア プ リを作成した．【成績】今回の シス テ ム で は初期設定の 画面で利用者の 年齢 ・所在地 ・子宮

頸 が ん 予 防 ワ ク チ ン接種歴 ・子 宮頸が ん 検診受診歴 （結果）を表示で きる よ うに した，が ん検診受診率の 向上 に は細胞診 に よ

るが ん検診の 有効性 な ど子宮頸癌に関する基礎知識 が 必要 であ る．子宮頸癌の 原因（HPV 感染），最近の 動向，検診の 内容，
子宮頸癌 の 症状，診断 ・治療法の ほか 所在地域 で の 検診情報や 子宮頸癌に関する様々 な イベ ン ト情報 が 入手可能とな る よ う

に作成 した．また，最後 に ミニ テス トで 知識の 定着 の 確認もで きるようにした．【結謝 子宮頸がん予防 ワ ク チ ン 業務 が停滞 し

て い るた め
，

わ が 国で は子宮頸が ん検診の 必 要性 ・重 要 性 が 高 ま っ て くる こ とは 明 らか で あ る．勤労女性 が 増加す る な か，
我 々 の 以 前の 報告 の よ うに今後 は さらに企業の がん 予防へ の 取 り組み が重要 で あり，時代 に合 わ せ た検診体制

・
環境 を整備

して い く必 要 が あ る．最 近 急 速 に普及 が す す む ス マ ートフ ォ ン の 活用 を考え，まず，情報支援 ッ ール と して 子宮頸癌 に 関する

ア プ リを 開発 した．
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